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巻 頭 言

情報センター長／年報編集委員会委員長 小 田 和 明＊

＊E-mail : k-oda@hoku-iryo-u.ac.jp

第 ８ 巻 発 刊 に あ た っ て

東日本大震災の着実な復興（復旧ではなく…）の足音が我々にも届くようになりまし

た。ただ残念な事に本学関係者でも，直接間接を問わず多くの被害を被った方がおり，

今なおご苦労なさっています。今我々に出来る事は日々薄れつつある，あの震災直後に

感じた心の底の深い悲しみ，喪失感を風化させること無く，我々自身の問題として継続

して対峙して行く事が大切だと考えています。

情報センターとして今何が出来るか，我々は残念乍らこの回答を見つけることが出来

ずにいますが，差し当たって電力不足が危惧される暑い夏に向かっての節電対策に関し

て幾つか検討しています。一つはパソコンの節電対策です。日本マイクロソフトと電力

中央研究所が行った実験よると，パソコンのモニターの明るさを４０％に抑えると，デス

クトップ型では平均で２０．８％，ノート型では平均で２５．３％の節電になるとしています。

さらに，使用していないとモニターが自動的に暗くなる機能について，設定時間を短縮

するなどの対策も併せると，パソコン１台当たり平均でおよそ３０％の節電になるとのこ

とです。学内のパソコン稼働台数の正確な数値は把握できておりませんが，常勤教職員

数と付与IPアドレス数から推計致しますと，おおよそ５００～６００台が稼働していると思わ

れます。学生の持ち込みパソコンも考慮すると１，０００台余りと考えられ，パソコンで積

極的に節電の取り組みを実施すれば，かなり有効な節電対策になると考えられます。小

さくても出来る事から先ず始める。これからもこれらを念頭に置いて継続して対応して

行こうと考えています。

情報センター年報８号をお送りします。今回も原稿を投稿いただきありがとうござい

ました。皆様からお寄せ頂いた何よりの，暖かい激励と考えています。今後とも情報セ

ンターの事業にご協力をお願い申し上げます。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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報 告

二瓶裕之１，２，中山 章３，唯野貢司３
１北海道医療大学 薬学部 人間基礎科学講座

２北海道医療大学 情報センター
３北海道医療大学 薬学部 実務薬学教育研究講座
〒０６１－０２９３ 北海道石狩郡当別町金沢１７５７

平成２３年２月２８日受付

Web basedシステムによる薬学部実務実習支援

概 要

北海道医療大学の教職員が独自に開発したWeb Basedの薬学部実務実習連絡サイトの
機能と利用状況について報告する。本システムでは，大学から地理的に離れた施設で実
施される実務実習を支援することを目的に，薬学部５年生・指導薬剤師・教員が，日
誌・週報の作成と閲覧，SBO実施状況の送信と閲覧，メッセージ交換などをできるよう
にした。システム全体の利用状況を調査した結果，１回の実習期間（２．５カ月）につき
２０万回の操作回数が記録されており，実習開始からすぐに本システムの利用が定着して
いることがわかった。本システムを通じて学生が作成した日誌と週報に関しては提出率
が１００％となり，きめ細やかな指導体制を実現するうえで，メッセージ交換機能などが
一定の役割を担ったことを報告する。また，本システムを通じて学生が実施を申告した
SBOの項目数も１回の実習期間につき８万個以上となったが，このように数多くのデー
タであっても，リアルタイムに実習受け入れ施設と大学で共有でき，かつ，実習状況の
解析も可能になるなどWeb basedシステムの利点が生かされたことも報告する。

１．はじめに

薬学部６年制教育の中で必須となった長期実務実習が薬学教育の中で重要視されてい
る［１，２，３］。実務実習では，薬剤師として将来必要となる医療コミュニケーションの技
法や患者理解のための基本を身に着けるために，医療機関での参加型の教育が実施され
る［４］。そのためには，医療機関と大学の密接な連携が必要であり，医療現場と頻繁
なコミュニケーションを行うことで，一定レベルの実務実習を維持する教育支援が不可
欠となる［５］。さらに，最近では，大学から離れた施設での長期間にわたる実務実習
における学生の心理状態についての検討も行われるなど，実習中の学生の生活習慣にも
配慮し，実習中の不安解消に努めることが必要であるとされている［６］。このような
背景のもと，日本薬学会薬学教育改革大学人会議の「長期実務実習を円滑に進めるため
の教育者ワークショップ」では，大学教員と指導薬剤師が協力して実習指導を行うため
のシステムを構築することの必要性が提言されている［７］。
教員と指導薬剤師間のコミュニケーションを円滑に行うための１つの手法として，

web basedシステムを利用した事例が幾つか報告されている。東京薬科大学では東海大
１，２E-mail：nihei@hoku-iryo-u.ac.jp ３E-mail：anakayam@hoku-iryo-u.ac.jp ３E-mail：tadano-k@hoku-iryo-u.ac.jp
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学付属八王子病院薬剤科と連携し，ネットワーク会議システムが構築されている
［２］。このシステムでは，双方向通信により，大学にいる学生が臨床薬剤師の業務をリ
アルタイムに閲覧したり，薬剤科の指導薬剤師と質疑討論が事前学習の一環としてでき
る。また，事前学習のみならず実務実習に際しての医療機関との連携への活用も検討さ
れている。明治薬科大学では「明薬サイバーキャンパス整備事業」により，実務実習支
援システムや薬剤師国家試験の薬学演習，そして，CBTによる学習評価を自ら行うこと
ができる統合的なシステムを構築している［５］。このほかにも，名古屋市立大学など
１０大学が監修した実務実習指導・管理システムや金沢大学監修による実習支援システム
では，日誌の作成，到達度の確認，学生とのメッセージ交換などできる。北海道医療大
学（以下，本学）においても，ここ数年間で，Web basedの教育支援システムの構築が
進んでいる［８－１０］。他大学に見られない本学の特徴は，これらの教育支援システム
の構築にあたっては，外部に委託することなくすべての作業を学内の教職員により行っ
ている点があげられる。これにより，システムの利用者と開発者の間で綿密な連携をと
ることができ，システムの有効活用・持続的利用などの利点がもたらされる。
本報告では，本学における薬学部実務実習を支援することを目的に，独自に開発した
Web basedの実務実習連絡サイトについて報告する。本システムの機能としては，大き
く分けて，日誌・週報の作成と閲覧，SBO実施状況の送信と閲覧，メッセージ交換の３
つがある。システム構成は，アプリケーション・ロジック・データベースの３階層構造
を持つが，本システムに関しても，実務家教員・情報センター教員・情報推進課職員が
連携して，プログラムの立案・設計からプログラミング・コーディングなど，すべての
作業を学内の教職員で行っている。また，本報告では，システム全体の利用状況や機能
別の利用状況についても詳しく報告し，実務実習において果たした本システムの役割な
どについて考察する。

２．利用方法と機能

２．１．実務実習連絡サイトの利用方法と機能

実務実習連絡サイト（以下，本システム）は，本学薬学部５年生（以下，学生，１４２
名），実習受け入れ先の指導薬剤師（以下，指導薬剤師，９５名），本学薬学部講座責任者
と実務家教員（以下，教員，１９名）が利用する。利用する期間は，おもに，実務実習の
期間（１期につき２．５か月）であるが，本年度（平成２２年度）は，３つの期（第１期：
平成２２年５月１７日～７月３０日，第２期：９月６日～１１月１９日，第３期：平成２３年１月１１
日～３月２５日）のうちの２つで，各学生が病院と薬局で実習を行った。また，実務実習
の開始前の４～５月には，本サイトの利用方法が学生へ周知された。実習期間中は，実
習施受け入れ施設において本システムを使用することとなっているが，施設によりIT環
境が異なるため，学生用に携帯電話からアクセスできるmobileサイトも用意した。ただ
し，実習時間中の携帯電話の使用を避けるために，モバイルサイトは午前８時から午後
６時までは利用できないようにしている。

－ ４ －
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図１ 利用者別機能と利用者間で送受信されるデータ

本システムの機能は，利用者の別（学生・指導薬剤師・教員）で異なり，システムへ
ログインした後に，利用者ごとに異なる画面が表示される。図１は，利用者別の機能と
利用者間で送受信されるデータを表す模式図である。本システムの機能には，日誌・週
報の作成と閲覧，SBO実施状況の送信と閲覧，メッセージ交換の３つがある。学生用画
面では，３つの機能を全て利用できる。学生が作成した日誌・週報，ならびに，学生自
身が申告するSBOの実施状況のデータは，指導薬剤師と教員へ送信される。指導薬剤師
と教員の画面では，日誌・週報の閲覧，SBO実施状況の閲覧，メッセージ交換ができる
が，指導薬剤師は週報を閲覧した後に担当学生に対してコメントを記入することとなっ
ている。メッセージ交換は，学生／教員間，指導薬剤師／教員間でできる。そのほか，
学生の自己紹介として学生カルテが用意されている。

２．２．学生画面

図２の左図は学生用画面のトップページである。カレンダーには日誌を作成した日付
にマークが表示される。教員からのメッセージが新規に到着した場合，また，週報に対
して指導薬剤師からコメントが新規に記入された場合には，画面にメッセージが表示さ
れる。また，自分の学生カルテを表示したり，大学からの注意事項や連絡事項をPDFフ
ァイルとしてダウンロードできる。図２の右図は，mobileサイトの画面であるが，機能
はPC用のサイトと同様である。図３は日誌の例である。日誌を作成するときにSBO実
施状況も送信するが，学生自身の判断で，その日に実施したSBOの項目を午前と午後に
分けて申告する。そのほか，SBOの達成状況や明日の目標なども記入する。図４は週報
の例であるが，週報では，当該週に実施したSBOの項目が自動的に一覧表示される。学
生は今週のまとめを記入する。日報と週報はリッチテキストファイル形式でダウンロー
ドして，紙媒体としても保管できるようにしている。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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図２ 学生用画面のトップページ（左：PC，右：mobile）

－ ６ －
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図３ 日報の例
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図４ 週報の例

２．３．指導薬剤師・教員画面

図５は指導薬剤師画面のトップページである。カレンダーには担当学生が日誌を作成
した日付にチェックボックスが表示され，チェックボックスを選択することで日誌を閲
覧できる。週報も同様に閲覧できるが，学生から新規に週報が提出されると画面にメッ
セージが表示され，週報に対するコメントの記入を依頼するメッセージが表示される。
週報はリッチテキストファイル形式でダウンロードして，紙媒体の週報に捺印のうえ保
管することとなっている。担当学生のSBO実施状況も一覧表示できる。教員画面は，週
報に対するコメント送信機能を除いては，指導薬剤師画面と同じ構成である。

－ ８ －

Web basedシステムによる薬学部実務実習支援
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図５ 指導薬剤師用画面のトップページ

３．構成

３．１．システムの階層構造と認証方法

本システムはアプリケーション・ロジック・データベースの３階層構造を持ち，
Windows Server上で稼働するInternet Information Serviceによりサービスを提供してい
る。本システムを稼働させているサーバは本学DMZネットワーク内に設置され，学外
からのアクセスも可能としている。本システムへログインするさいにはユーザ認証を行
うが，学生と教員に対しては本学から発行されているLDAPアカウントとパスワードで
認証し，学生・教職員・学務情報などが管理されている既存の教務システムとも教務情
報を共有している。指導薬剤師のアカウントとパスワードは本システムで独自に管理し
ている。

３．２．ロジック層

ロジック層はVisual BasicやSQLなどで記載している。プログラムの規模は，PCサイ
トは１１，２６７行，モバイルサイトは９，５１２行で，合わせて２０，７７９行となっている。これら
は，本学教員（実務家教員と情報系教員）が独自に作成したプログラムであり，実務家
教員が本システムの立案・設計を行い，情報系教員によりコーディング・タイピングが
行われた。開発期間は，立案から６か月程度であり，その後，テストランなどで３か月
を要した。本システムの稼働開始後も利用者からの要望から，適宜，システムの改善が
行われ，システムの構成が最終的に定まったのは，システム稼働開始後２か月程度経過
したのちである。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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図６ 一日あたりの操作回数

３．３．データベース層

データベース層ではマスターテーブル７個とテンポラリテーブル５個が１つのデータ
ベースファイルに管理されている。マスターテーブルには，既存の教務システムと連携
している学生名簿や教員名簿のテーブル，指導薬剤師の情報が登録されたデータベー
ス，SBOの項目などのテーブルがある。テンポラリテーブルには，日報，週報，SBO実
施状況，指導薬剤師のコメント，そして，メッセージを登録するテーブルがある。この
ほかに，本システムの操作履歴（アクセスログ）を記録するためのデータベースファイ
ルを１つ用意している。アクセスログでは，利用者が本システムにおいてデータ送信ボ
タン（submitボタン）をクリックするごとに，利用した機能の種別，ログインID，日
時，端末の種別（PC/mobile）が１回分の操作として記録される。

４．システム全体の利用状況

４．１．調査方法

本システム全体の利用状況を調査するにあたって，調査の期間は，第１期と第２期の
実習が実施された平成２２年５月１７日～１１月１９日までとした。この２つの期の間で，１４２
名の学生中１３７名は病院と薬局の両方の施設で実習を実施した。残りの５名に関して
は，２つの期のどちらかで薬局実習を実施し，第３期に北海道大学病院で実習を行うた
め，今回の調査では片方の施設での利用結果のみが記録される。また，利用状況は，ア
クセスログに記録されている操作回数をもとに検討する。

４．２．一日あたりの操作回数

図６は一日あたりの操作回数であるが，週ごとに，操作回数が周期的に変動している
ことがわかる。平日，学生による操作は一日に２，０００回前後，各期の最終週には３，０００回
を記録している。学生一人あたりに換算すると，一日に１０～２０回程度の操作となるが，
おもに，日誌・週報の作成やメッセージ交換に関する操作となる。教員と指導薬剤師で
は，若干教員が多いものの５００回から１，０００回で，週の初めに操作が多くなる傾向がある
が，これは，週の初めにメッセージを送信する操作が増えるためであった。操作回数の
累計は４０万回となった。さらに，実習開始直後から週ごとの操作回数は変動がなく，本
システムによる日誌・週報の作成やメッセージ交換などの作業が，実習開始からすぐに
実習の中で定着していたことがわかる。

－１０－
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４．３．時刻別の操作回数

図７は時刻別の操作回数である。横軸はアクセスが記録された時刻，縦軸が操作回数
であるが，端末の機種（PC/mobile）ごとに集計している。PCの場合，アクセスの多く
は１５時から１７時に集中している。これは，終業時刻の１～２時間前に，学生が日報を作
成することが多かったことによる。一方で，mobileの場合には，早朝と夕刻以降にアク
セスが集中し，アクセスが禁止されている実習時間内には操作回数が減る。Mobileサイ
トは学生のみが利用しているが，実習終了後，もしくは，実習開始前に，教員から送信
されたメッセージを確認する操作が多くみられた。

４．４．利用者別の操作回数

図８では，利用者別（学生・指導薬剤師・教員）に，ひとりあたりの操作回数をヒス
トグラムで表した。この結果，学生に関しては，ひとりあたり１，０００～２，０００回の操作回
数が記録された。指導薬剤師と教員は５００回程度であるが，教員の中には１，０００回以上の
操作回数を記録しているケースもある。これらのケースでは，おもに，学生や指導薬剤
師とのメッセージ交換の機能が多く利用されており，実習中のコミュニケーションや情
報交換に本システムが頻繁に活用されていることがわかる。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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５．機能別の利用状況

５．１．調査方法

本システムの３つの機能の利用状況に関しても，調査の期間は４章と同じとする。こ
の期間で，日誌・週報の作成と閲覧に関しては，学生が作成した報告書の枚数と薬剤師
のコメント数，SBO実施状況の送信と閲覧に関しては，SBO項目別の実施回数，そし
て，メッセージ交換に関しては，送信回数を集計することで，各機能の利用状況をまと
める。

５．２．メッセージ送信回数

まず，メッセージの送信回数であるが，図９には月別の送信回数を示した。第１期と
第２期の間の夏季休業の間である８月には，メッセージの送信回数は減少した。第１期
と第２期を比較すると，第１期のほうが送信数が多い。また，送信者・受信者の別で
は，「教員から学生宛」，「学生から教員宛」，「教員から指導薬剤師宛」，「指導薬剤師か
ら教員宛」の順で送信回数が多くなっており，教員と学生間でのメッセージ交換が多く
なった。教員から発信されるメッセージ数はすべての期で最も多く，特に，第１期の最
終月（７月）には４５０件を上回った。大学から離れた施設での実習であり，学生の不安
解消という点からも円滑なコミュニケーションの一環として頻繁にメッセージが交換さ
れた結果と考えられる。

５．３．提出された日報と週報の枚数

図１０と図１１は，学生ひとりあたりが提出した日報と週報の枚数のヒストグラムであ
る。病欠・公欠・休日数などに若干の相違はあるものの，多くの学生は，日報について
は１０５枚，週報は２２枚提出し，提出率はともに１００％を記録した（３期に実習を実施する
学生５名は，日報と週報ともに，提出枚数が半分程度となっている）。これは，日誌や
週報の提出状況は教員が毎日確認し，提出が遅れた学生に対しては，本システムからメ
ッセージを送信する体制が整っていた結果であり，遠隔地である大学からでもきめ細や
かな指導を実現するうえで，本システムが一定の役割を担うことができたと考えられ
る。

－１２－

Web basedシステムによる薬学部実務実習支援
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図１０ 学生ひとりあたりが提出した日報枚数のヒストグラム
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図１１ 学生ひとりあたりが提出した週報枚数のヒストグラム

５．４．指導薬剤師によるコメント送信数

図１２は指導薬剤師により送信されたコメント数のヒストグラムである。こちらも，施
設により受け入れ実習生の人数が異なるために，コメントの送信数が施設によって異な
る。多くの施設では，２期分で２０～４０程度のコメント送信数となるが，受け入れ実習生
の多い施設では１００回を記録している。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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図１３ 学生一人あたりが実施したSBO数のヒストグラム

５．５．実施されたSBO数

図１３は学生一人あたりが実施したSBO数のヒストグラムである。SBO数はのべ数であ
り，同一学生による同一項目の複数実施もある。SBOの実施に関しては，学生自身によ
る申告のため，実施項目数にはばらつきがみられる。多くの学生は病院と薬局合わせて
２，０００項目程度のSBOを実施したと報告している（５００項目数の学生は３期に実習を実施
する学生である）。４，０００以上の項目を実施したと報告した学生は２名おり，７，４１４項目
と５，２３９項目となっている。また，図１４は，病院と薬局別で，期ごとに実施されたSBO
数である。病院に関しては，比較的小規模施設がグループになって実習を実施したケー
スと，比較的大規模な施設が単独で実施したケースとで集計を分けたが，２つの期合わ
せて１７万個以上のSBO数が報告されている。実習が長期間となるためにSBO数が多くな
ることは予測されていたが，このように数多くのデータであっても，リアルタイムに実
習受け入れ施設と大学で共有できることはWeb basedシステムの大きな利点の一つであ
る。

－１４－
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図１４ 病院と薬局別実施SBO数

５．６．SBOの項目別実施回数

最後に，薬局と病院別で，SBOの項目別実施回数について検討する。図１５は薬局の結
果であるが，SBOの実施回数を分類ごとに集計した（第１期と第２期の合計）。分類数
は２６個で，グラフの横軸に実施回数の降順で並べ替えしたが，グラフ右の表に対応する
分類の凡例を示した。図１５が示すように，薬局では，「計数・計量調剤」に関するSBO
の実施回数は，２つの期合わせて３万５千回となり，すべてのSBO実施回数の３７％を占
める結果となった。図１６は病院の結果であるが，ここでは，図１４と同様に，グループと
単独施設の別で集計を分けた。この結果，グループと単独，ともに，「計数・計量調
剤」，「薬剤管理指導業務」，「注射剤調剤」に関するSBOの実施回数が多く，この３つの
項目で，すべてのSBO実施回数の６５％を占めた。また，図１６からもわかるように，グ
ループと単独とで，SBOの分類別実施回数の分布には大きな違いがないことがわかる。
実施回数の分布の違いを詳細に調べるために，図１７では，グループと単独施設とで，
SBOの分類別実施回数の比率の差を示した（［単独施設］－［グループ］）。この結果，
単独施設での病院実習では，「薬剤管理指導業務」や「計数・計量調剤」の実施比率
が，グループでの病院実習よりも高くなった。一方，グループでの病院実習では，「注
射剤調剤」や「医療品の管理・供給・保存」に関するSBOの比率が高くなった。しかし
ながら，これらの差は数％程度の違いであり，比較的小規模の施設が連携して実習を実
施したケースでも，単独で実習を実施したケースと実習内容に大きな違いはないことが
わかる。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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６．むすび

北海道医療大学における薬学部実務実習の支援を目的として構築した実務実習連絡サ
イトの機能と利用状況について報告した。このシステムは，本学独自に開発したWeb
Basedのシステムであり，本学薬学部５年生，指導薬剤師，本学教員が利用した。ま
た，実習受け入れ施設側における種々のIT環境に対応するために，mobileサイトも用意
した。システム全体の利用状況としては，１つの期につき２０万回程度の操作回数が記録
されており，実習開始からすぐに実習の中で本システムの利用が定着していたことがわ
かった。本システムの機能としては，日誌・週報の作成と閲覧，SBO実施状況の送信と
閲覧，メッセージ交換の３つがある。機能別の利用状況として，まず，メッセージの送
信回数を調査したが，教員から発信されるメッセージ数が最も多く，大学から離れた施
設で実習を行う学生の不安解消という点からも円滑なコミュニケーションの一環とし
て，本システムが利用されていることが分かった。日誌と週報に関しては，提出率はと
もに１００％を記録した。これは，教員が日誌や週報の提出状況を毎日確認し，提出が遅
れた学生に対して，本システムのメッセージ交換機能を利用して指導する体制が整って
いた結果であり，きめ細やかな指導体制を実現するうえで本システムが一定の役割を担
うことができたと考えられる。SBO実施状況も，１つの期につき８万個以上のSBO数が
報告されていた。実習が長期間となるために，SBO数が多くなることは予測されていた
が，このような数多くのデータであっても，リアルタイムに実習受け入れ施設と大学で
共有でき，かつ，実習状況の解析も可能になるなど，Web basedシステムの利点が生か
された。本年度は，初めての実務実習であったが，学生・指導薬剤師・教員の協力を得
てシステムを運用することができた。来年度も，本システムの運用を続けることとなっ
ているが，実習受け入れ施設側における種々のIT環境に対応できるようなシステムの改
善なども進めながら，実務実習の支援をできるように努めたい。
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本システムの構築にあたり，サーバの利用と設置を了承いただいた情報センター長小
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支援システム”，私立大学情報教育協会，オンデマンド配信コンテンツ，フ
ォーラムB（２００６）

［６］： 福本恭子，藤村保夫，楠本正明，多々見良三，上野和行，“大学院生の遠隔地
における長期実務研修に対する評価─大学院生と薬剤師のアンケート調査から
─”，藥學雜誌，１３０（３），pp．４４１－４４６（２０１０）

［７］： 中村明弘，“実務実習の課題：評価について”，藥學雜誌，１２７（６），pp．９４７－
９５１（２００７）

［８］： 二瓶裕之，“大学ポータルサイトを目指したMobile Communicationシステムの
機能と活用状況”，北海道医療大学情報センター年報，vol．６（２００９）．

［９］： 二瓶裕之，榊原健一，冨家直明，小松雅彦，塩崎弘樹，菅原徹，“教務情報の
共有化・e-Leaningの開発・遠隔授業の実施－e-Learning研究会平成２０年度報告
－”，北海道医療大学大学教育開発センター報告，no．１，pp．７８－８５（２００９）

［１０］： 二瓶裕之，“北海道医療大学教育用サーバの利用実績”，北海道医療大学情報セ
ンター年報，vol．７，p．２０（２０１０）．

－１８－

Web basedシステムによる薬学部実務実習支援
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松本由起子＊

北海道医療大学 心理科学部
〒００２－８０７２ 北海道札幌市北区あいの里２条５丁目

平成２２年度教育改革ICT戦略大会参加報告

平成２２年９月１日から３日にかけて，東京，市谷のアルカディア市ヶ谷で開かれた私
立大学情報教育協会の平成２２年度教育改革ICT戦略大会に参加しましたので，その概要
を報告いたします。

今年度は，大学における専門分野の基礎的な学びが社会的・職業的な場で発揮されて
いない，自主的に取り組む意欲と行動が弱体化してきており，指示待ちの受け身人間が
多くなっているなど，大学卒業生に対する社会の評価が厳しくなる中で，人材を育成す
る公的機関としての「大学の社会的責任について考える」というテーマでの大会でし
た。

１日の全体会では，文部科学省の専門官が「就業力向上のための国の取り組み」を説
明し，続いて６つの大学が「就業力育成に向けたキャリア形成支援への取り組み事例」
を発表，さらに河合塾から「自律・自立を促す初年次教育の実態と課題」を報告があ
り，最後に文部科学省の専門官が「説明責任としての教育情報の公表」を促していまし
た。
事例を聞いていると，ICTを使って個々の学生の展開を綿密に追う「ポートフォリ

オ」が普及しつつあり，それがカリキュラムとともに，就職への流れを強く意識したも
のにもなることがわかりました。また，河合塾の調査報告は，初年度教育への取り組み
が，やる気のある一部の教員の自己犠牲的な努力によって支えられているケースが少な
くないという困難な現実が伝わる，たいへん興味深い発表でした。

２日のテーマ別自由討議では，「学習管理システム（LMS：Learning Management Sys-
tem）による教育・学習支援の取り組み」や「ICTを活用したジェネリックスキル（汎
用的能力）育成の教育プログラム」として，どういう技術でどんなことができるかとい
った例を聞いたり，「質保証を補完するための支援システム」として学生カルテやポー
トフォリオの構成が考えられていました。私立大学情報教育協会からは，これまでの情
報教育が基礎的IT技術の習得を重んじるものだったとすれば，「本質的な学びを目指す
学士力」の構成要素としての情報活用能力も問われねばならず，剽窃他，情報の解析や
使用倫理についても教育的取り組みが必要であるとのお話があり，技術的な方面では
「クラウド利用による情報環境の在り方」が，今年度の話題の中心になっていたようで
＊E-mail：yuki-m@hoku-iryo-u.ac.jp
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北海道医療大学心理科学部 松本由起子

す。なお技術の利用に関する話題の中心は，ポートフォリオ付近にあったように思われ
ました。

３日は演題発表で，報告者も，今年度から心理科学部ではじまった英語のe-learning
の模様を「既成の英語e-learning教材を用いた授業と自習を連動させる試み」として発
表してきました。英語の授業に関係しそうな発表ばかり聞いていたので，全体像の報告
は難しいのですが，同じ英語の学習支援でも，学部を横断し大学をあげて，eカルテ，e
ポートフォリオといったシステムを導入して指導の質を上げようとしているといった話
から，moodleを使ったテストの作成例，音声読み上げシステムの利用例のような細かい
話まで，取り組みのスケールが様々であるところに，ICTの普及が感じられました。同
時に，ICTに強い一部の教員の努力で進められている企画と，大学として人材と資金を
投じて行っている企画のスケールの差がかなり大きいとも感じられ，個々の教員の努力
でやれることをやっている大学と，組織的に取り組んでいる大学との間で，IT利用に関
するギャップが，今後，ITが普及すればするほど広がってもいくのではないかという印
象を受けて帰ってきました。

［発表要旨］
社団法人 私立大学情報協会 平成２２年度 教育改革ICT戦略大会 抄録

既成の英語e-learning教材を用いた授業と
自習を連動させる試み

１ 目的

当学は専門学校を前身とし，専門職業人育成を謳う医療系大学であり，全学的には国
家資格の取得が目標である。ゆえにカリキュラム上，英語のような「教養」的科目にか
けられる時間は少ない。しかしその中にあって，心理科学部臨床心理学科では，（１）
今のところ大卒時点で取得できる国家資格がなく，卒業生に労働市場での付加価値をつ
けるうえで英語に関する資格取得が望まれるが，TOEIC平均点が４００を切るなど，履歴
書に書きにくい点をとる学生も多い。また，（２）一部の大学院進学希望者について
は，英語がネックになって挫折するケースが少なくないようである。
近年，入学者の英語力は必ずしも高いとは言えず，自習習慣を持つ学生は少ない。そ
こで，英語を自習できる学生を生み出すために，自習を必要とするかたちで英語の総学
習時間数を増やすことを目的とし，今年度からe-learningを導入した。

２ 方法

対象

－２０－
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１２９．３１２４．９＜言語＞
１３５．５１２５．８＜心理＞
Bridge２Bridge１

テスト平均

心理科学部臨床心理学科（以下＜心理＞）１年７１名，心理科学部言語聴覚学科（以下＜
言語＞）１年５８名

授業

両学科とも選択の「TOEIC A」２単位分
＜心理＞クラスは週５コマ全７５回（うちテスト３回）
＜言語＞クラスは週１コマ全１５回（うちテスト３回）
許容欠席回数：＜言語＞４回，＜心理＞２４回
学期途中で課題を完了した場合：
＜心理＞ 以降は出席扱い，テスト回のみ要出席
＜言語＞ 引き続き要出席，紙ベースの別教材

教材

Newton社のTOEICテスト対策Aコース。全５パート，平均学習時間１００時間のオンライ
ン教材で，Bridgeの試験に似た選択肢式の問題や，ディクテーション課題から成る。一
度誤答を出すと，３回連続して正解できるまで同じ問題が繰り返し出題されるため，所
定の範囲を完了した段には，その範囲のすべての問題に，何度目での正解になるにせ
よ，ともかく正解しえたことになるのが特徴。単位認定要件：
＜心理＞ 全５パート（約１００時間相当）を７月末までに完了（８月末まで延長中）
＜言語＞ パート２まで（約３５時間相当）を７月末までに完了

授業では，LAN教室で学生が各自のノートPCを使い，割り当てられたアカウントで
業者のサイトにアクセスして教材を進める。教員１名＋TA１名。アカウント配布や接
続設定・調整等を行った初期の数回とテスト回を除いて，授業時間はすべて各自で教材
を進めることに用い，教員・TAは巡回してトラブルや質問に応じたり，クラス全体の
進度を示したりするが，講義はしない。
学期初めと学期末にTOEIC Bridge IPテストを（以下，Bridge１，Bridge２），学期中

に２度のコース内蔵模試を（以下，模試１，模試２）を行った。

３ 結果

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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－０．６２＊＊３．０２．４すごくのびた－ぜんぜんのびなかった英語力

０．４６３．４３．９普通の希望－PCの希望
PC授業
普通授業

－０．５６＊＊２．５１．９またとる－もうとらない再度
－０．５８＊＊２．６２．０すごくいい－ぜんぜんよくない勉強法
－０．３７２．３１．９かなり増えた－かなり減った勉強
０．８２＊１．７２．５すごくした－ぜんぜんしなかった自習
－０．０８２．５２．４多すぎ－少なすぎ授業
－０．３９＊２．７２．３すごくあった－ぜんぜんなかった成果
０．５２６＊１．９２．４すごくした－ぜんぜんしなかった努力
－０．１２２．５２．３速すぎた－遅すぎた進度
－０．２９２．７２．４難しすぎた－易しすぎた難度
－０．２４２．５２．３とてもやりやすかった－すごくやりにくかった教材

差
言
語

心
理

１－－－－－－－－－５

アンケート

４ 分析

（１）週５回授業と週１回授業

入学直後の全学共通テストでの英語の得点を用い，＜心理＞，＜言語＞をそれぞれ平
均点を基準に上下に二分し，Bridge１－Bridge２間の点数の伸びを比較したところ，下
位で＜心理＞の伸びが有意に大きかった。クラス内では，両クラスとも下位の方が伸び
の平均値が大きく，その差は＜心理＞でより大きい（ただしp＝．０７２）。

（２）欠席回数と点数

欠席回数を多めに容認する週５回授業を行った＜心理＞では，クラス全体だと，出席
回数とBridge２の成績に相関は見られないが，上位４分の１と下位４分の１で見ると，
上位では弱い正の相関，下位では弱い負の相関となった。

（３）点数の伸びと教材を進める速さ

Bridge１からBridge２への点数の伸びと，教材１％を進めるのに要した時間は，＜心
理＞全体では相関がないが，伸びの上位半数で見ると，中程度の正の相関となり，教材
１％に時間をかけた人ほど伸びが大きい。＜言語＞でも同様に全体では無相関，伸び上
位半数で中程度の相関となる。

（４）脱落

－２２－
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＜心理＞では履修者７１名中（８月末まで課題期限を延長した状態の８月２０日現在まで
に）１３名が脱落している。この群と，脱落していない下位（たとえば新入生学力テスト
の英語得点で下から同数）を比べると，Bridge１，模試１ともに平均はほぼ同じ，英語
力との相関を示す教材進度もほぼ同じで，唯一異なる値を示したのが，連休明け時点で
の教材完了度だった。下位で脱落していない学生はクラス平均８７．３％を上回る９２．５％だ
ったのに対し，脱落者平均は６５．６％である。

５ 考察

「欠席が多いほど点が高い」という上位層で見られた一見不自然とも思われる傾向
は，今回の授業が（１）どこからでもアクセスして自習できるオンライン教材を課題と
し，（２）欠席が規程の回数内であれば何度休んでも評価にあたって不利にはならない
と学生に伝え，（３）課題完遂を第一に考え，許される欠席回数を有効に使って最も効
率的に学習できる環境を選んで進めるよう指導したことを思えば，決して不自然ではな
い。むしろ，それにもかかわらず，下位層では授業を間引いて自習で教材を進めるのは
難しく，出席回数と得点が正の相関を示した，言い換えれば，これほど自習しやすい教
材でも，授業のかたちをとらないと学習を進めるのは難しいとわかったことのほうが重
要だろう。
自習の苦しさは，アンケート結果にも見てとれる。前期１００時間相当の課題を課した
＜心理＞と，３５時間相当の＜言語＞では，学期あたりの進度は３倍近くなるのに，アン
ケートでは，「進度」については有意差が出ず，「努力」については絶対的学習量の少な
かった＜言語＞の方が有意に「した」に傾くという意外な結果となった。
これはアンケート項目中，「自習」で差が最大になったところを見ると，＜言語＞の
ほうが体感的かつ現実に「した」ためであろう（課題は３分の１，授業時間数は５分の
１）。しかし「努力」に対する「成果」や「英語力」では，学習量の多かった＜心理＞
が有意に「あった」，「あがった」に傾き，「勉強法」としても＜心理＞の方が有意に
「よい」という評価に傾いた。結局，週５回の授業で多くの学習を強制された＜心理＞
の方が，比較的「努力」をせずに「成果」を得たと感じたことになる。どうも学生の体

�

感
�

「進度」や「努力」量は，絶対的な進度や勉強量ではなく，＜学習時間数：授業時間
数＞で決まるようだ。そのせいで，「自習」としてやらされると，「努力」した感じが強
まり，逆に多数回授業に出てやる分には，さほど「努力」した気にならずにより多くの
量をこなせて，「英語力」があがったと感じられ，「勉強法」としてよいものに感じられ
るのではないか。
このアンケート結果は全体のものである。すると，自習が苦手な下位に限らず，授業
外での自習を求めるシステムで「自習」≒「努力」を課すよりは，多数回授業内に学習
をとりこむほうが，全体に見ても適した学生と言えるのかもしれない。
下位については，自習に適した教材を用意して，教材と単位取得に結びつけるだけで
は（少なくとも選択の授業だと）うまくいきそうもない。まずは授業のかたちで充分な
学習時間を用意し，授業の中である程度量の課題をこなして達成感を得，実際に得点も
上げるという成功体験を積むことで，学習への慣れと，学習意欲の高まりとして，やが
て自習に移行する足場を築くしかないのだろうか。
上位については，自習できることを見込んで低頻度（週１回）の授業にすることも考

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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えるべきだが，アンケートからは，半期１５回の授業で１００時間相当の課題を完遂するほ
ど自習する気があると考えるのは間違いのようにも思われる。上位についても自習可能
と過信せずに，自習できる学生は授業を間引ける高頻度授業にしておき，推移を見る中
で，各層にとって適切な授業時間数と自習課題量のバランスを探ってみたい。
なお，今回の授業では，終了後に，学生が，「今どこ？」と進度を聞きあう姿がしば
しば見られた。お互いの進度が牽引力になっているのなら，進度の速い上位を，中位以
下から切り離さないほうがいいこともあるかもしれない。
脱落に関しては，授業開始から数週以内という短い期間の教材進捗度が明暗を分けう
る。初期に遅れをとらなければ完走できるという保証はないにせよ，下位が初期にクラ
ス全体の進度から遅れをとれば脱落する可能性が高いとは言える。また，上位には出遅
れたものの後から取り返したというケースが散見されるが，下位にはそれがない。下位
の英語力底上げを図るとしたら，授業開始当初の数週間は回数を増やして，一定のとこ
ろまで進んだら休んでいてよいなど，下位が遅れをとりにくいかたちをとり，その間に
回数にものを言わせてある程度進んでしまうといった方法が，多少は脱落予防になるか
もしれない。

６ 結論

e-learningを使って自習に移行することを目的として今年度からはじめた授業である
が，ここまでですでに自習への移行は難しく，授業時間増の方がよさそうに思えてき
た。慰めになるのは，両クラスとも（Bridgeの特性もあるにせよ）伸び幅の平均が下位
で大きく，その傾向は学習量の多い＜心理＞でより大きいなど，時間とともに下位が上
位に近づく傾向が感じられることだ。また，伸びの大きな群では，時間をかけて教材を
進めた学生ほど伸びている。当学の下位層は，勉強してもできないというより，まった
く勉強をしたことがない学生のように見えることが少なくない。自習困難で脱落しやす
い層ではあるが，授業のかたちで充分に時間をとって勉強する環境を作ることができれ
ば，むしろ着実に，かつ大きく伸びるのかもしれないという可能性を感じる。

－２４－

平成２２年度教育改革ICT戦略大会参加報告

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／情報センター年報／２０１０年　第８巻／２０１０年　本文／０００～０００　報告　松本  2011.06.02 10.47.28  Page 24 



［運営組織機構図］

情報センター

［学内LAN構成図］

情報センター運営会議 ： 情報センターの重要事項，規程の制定・改廃，予算，HNNETの
設置，管理運用等を協議

ホームページ委員会 ： ホームページの管理・運用及びトップページデザイン作成等
メディア委員会 ： 情報処理システム，HNNET学生利用，教育上の利用環境，情報

処理室管理運用等
ネットワーク委員会 ： 各学部内のネットワーク利用の検討

学内LAN管理運営組織（２００９年度）

北海道医療大学情報センター（Hoku-iryo-u.Network Information Center）

略称：HINIC（ハイニック）

運営組織

ホームページ委員会 メディア委員会情報センター運営会議

教 授 会

ネットワーク委員会

広報利用部 相談室
技術開発部 システム管理室
教育・研究開発部

情報センター長
情報センター運用主任
各学部ネットワーク委員長
他

情報センター運用主任
（広報利用支援担当）
各学部ネットワーク委員会
推薦の職員 他

情報センター運用主任
（技術開発支援担当）
各学部教務部長
他 各学部教務部長を委員

各学部ネットワーク委員会推薦の職員を委員

各学部ネットワーク委員長を委員

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）

－２５－
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情報センター スタッフ

情報推進課（平成２１年１０月～）岩間久和事務
情報推進課（平成２１年１０月～）歳桃 淳事務
情報推進課（平成２１年４月～８月）菅原 徹事務
情報推進課長塩崎弘樹事務
薬学部准教授（兼）二瓶裕之職員（兼務）
薬学部准教授（兼）石田 朗職員（兼務）
看護福祉学部准教授長谷川 聡運用主任（技術開発支援担当）
薬学部教授小田和明運用主任（広報利用支援担当）
歯学部教授小野正利情報センター長

所 属 ・ 役 職氏 名情報センター役職

■メディア委員会

事務局水野 誠
歯学部附属歯科衛生士専門学校岡橋智恵
情報センター教員（兼／薬学部）二瓶裕之
情報センター教員（兼／薬学部）石田 朗
看護福祉学部小澤次郎
薬学部足利俊彦
心理科学部畠山彰文
心理科学部森若文雄
看護福祉学部倉橋昌司
歯学部溝口 到
薬学部和田啓爾
運用主任（看護福祉学部）長谷川 聡委員長

所 属氏 名

情報センター関連委員会一覧

歯科内科クリニック（歯学部）越野 寿
情報センター教員（兼／薬学部）二瓶裕之
事務局飛岡範至
個体差医療科学センター疋田一洋
心理科学部貞方一也
看護福祉学部西 基
歯学部千葉逸朗
情報センター教員（兼／薬学部）石田 朗
運用主任（看護福祉学部）長谷川 聡
運用主任（薬学部）小田和明
情報センター長（歯学部）小野正利委員長

所 属氏 名
■情報センター運営会議

＜役職略・順不同＞
＜任期：平成２０年４月１日～平成２２年３月３１日＞

広報利用部

情報推進課（平成２１年１０月～）岩間久和
情報推進課（平成２１年１０月～）歳桃 淳
情報推進課（平成２１年４月～８月）菅原 徹
情報推進課塩崎弘樹
薬学部小田和明運用主任

所 属氏 名

■ホームページ委員会

情報センター教員（兼／薬学部）二瓶裕之
事務局高見裕勝
事務局長原利明
大学病院熊谷拓真
心理科学部小松雅彦
看護福祉学部西村歌織
歯学部入江一元
薬学部森本敦司
運用主任（薬学部）小田和明委員長

所 属氏 名

－２６－

運営組織
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技術開発部

情報推進課（平成２１年１０月～）岩間久和
情報推進課（平成２１年１０月～）歳桃 淳
情報推進課（平成２１年４月～８月）菅原 徹
情報推進課塩崎弘樹
看護福祉学部長谷川 聡運用主任

所 属氏 名

教育・研究開発部

情報センター教員（兼／薬学部）二瓶裕之
情報センター教員（兼／薬学部）石田 朗

所 属氏 名

相談室

大学病院岩尾一生
心理科学部畠山彰文
心理科学部齊藤恵一
看護福祉学部長谷川 聡
歯学部仲西康裕
情報センター教員（兼／薬学部）二瓶裕之
情報センター教員（兼／薬学部）石田 朗相談員

所 属氏 名

システム管理室

情報推進課（平成２１年１０月～）岩間久和
情報推進課（平成２１年１０月～）歳桃 淳
情報推進課（平成２１年４月～８月）菅原 徹
情報推進課塩崎弘樹
情報センター教員（兼／薬学部）二瓶裕之
情報センター教員（兼／薬学部）石田 朗
看護福祉学部長谷川 聡
薬学部小田和明
情報センター長（歯学部）小野正利

所 属氏 名

三浦清志
松原秀樹入江一元越野 寿

千葉逸朗委員長
歯学部

水野 誠鎌田禎子
志水 朱高橋久江

西 基委員長
看護福祉学部

小野寺貴洋
榊原健一畠山彰文齋藤恵一
冨家直明小松雅彦森若文雄

貞方一也委員長
心理科学部

熊谷拓真岩尾一生
疋田一洋委員長

大学病院／歯科内科クリニック

＜事務所管＞情報推進課

（平成２１年１０月～）岩間久和
（平成２１年１０月～）歳桃 淳
（平成２１年４月～８月）菅原 徹

塩崎弘樹課長
所 属氏 名

笠原晴生西園直純小林道也
伊藤邦彦町田拓自和田啓爾
居弥口大介土田史郎樋口孝城

石田 朗委員長
薬学部

■ネットワーク委員会

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）

－２７－
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沿 革

１９９３年
８月 ２１委員会が学内LANの構築並びに情報システム検討委員会の設置提言

１９９５年
４月 情報システム検討委員会発足 委員長：中村龍一専務理事（当時）

教員・事務ワーキンググループ組成，学内LAN構築検討開始

１９９６年
１月 情報システム検討委員会第１次報告取りまとめ

北大経由によるSINET接続提言
組織ドメイン名：HOKU-IRYO-U
ネットワーク名：HNNET
ダイヤルインファックス電話設置

２月 事務センター内小規模LAN構築（北大とのダイヤルアップ接続），ドメイン名取
得，IPアドレス取得（cクラス１個）

１９９７年
１月 情報システム検討委員会第２次報告取りまとめ

学内LAN整備計画策定（幹線：ファイバチャネル方式提言）
学内LAN管理運営のための情報センター設置提言

６月 情報システム検討委員会解散，学内LAN工事着工（同年９月終了）
７月 学内LAN運営委員会発足委員長：小野正利（基礎教育部教授）

各学部ネットワーク委員会組成，情報センター設置を検討，北海道医療大学ホーム
ページ開設

８月 情報処理教室（看護福祉学部棟），LL教室，札幌医療福祉専門学校CPU教室のコン
ピュータシステム完成

１０月 IPアドレス返却（cクラス１個），IPアドレス取得（cクラス８個），北大との接続変
更届（専用線接続）

１９９８年
１月 学内LAN試験運用開始
４月 学内LAN本格運用開始，リモートアクセスサービス開始
５月 学内LAN運営委員会解散
６月 北海道医療大学情報センター（HINIC：Hoku-Iryo-u Network Information Center）発

足
センター長 小野正利 基礎教育部教授（任期：２年）
運用主任 和田啓爾 薬学部助教授（任期：２年）

－２８－

運営組織
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運用主任 長谷川 聡 看護福祉学部助教授（任期：２年）
事務担当 総務部総務課
情報ネットワーク協議会，情報システム運営委員会，情報処理教育委員会組成

９月 ウイルスウォール（コンピュータウイルス対策）運用開始
１０月 ホームページ（個人）開設・メーリングリストサービス開始，図書館CD-ROMサー

バ（文献情報検索）運用開始

１９９９年
１月 北海道医療大学情報センターホームページ開設
９月 学部等一般学生のネットワーク利用開始（看護福祉学部３，４年生）
１０月 NetNews，FTPサービス開始

２０００年
４月 センター長 小野正利 歯学部教授 再任（任期：２年）

運用主任 和田啓爾 薬学部助教授（８月～教授）再任（任期：２年）
運用主任 長谷川 聡 看護福祉学部助教授 再任（任期：２年）

７月 専用回線高速化（北大－当別間，当別－あいの里間，１．５Mbps），RASアクセスポ
イントをあいの里に追加，回線増（各 ２々３回線），情報センターサーバ室の設置

８月 内部DNSサーバの設置，イントラWebサーバの設置，ウイルスウォールの強化
１０月 全学部・専門学校生のネットワーク利用開始

２００１年
８月 HNNET幹線及び支線の高速化（幹線：１Gbps，支線１００Mbps），ファイアーウォー

ルの設置，Real systemの導入
９月 情報センター事務所管が総務部総務課から学務部学術情報センター情報推進課へ変

更

２００２年
２月 CALL教室パソコンの授業時間外学生開放
４月 センター長 小野正利 歯学部教授 再任（任期：２年）

運用主任 和田啓爾 薬学部教授 再任（任期：２年）
運用主任 長谷川 聡 看護福祉学部助教授 再任（任期：２年）

８月 監視システムの構築，WWWサーバの更新，情報処理教室の高速化
１２月 学生用貸出しパソコンの設置，学生利用情報コンセントの設置

２００３年
８月 認証システム（VPN）導入，ログサーバ設置，専用回線の高速化（１００Mbps），情

報処理教室・CALL教室パソコンの更新，パスワード同期システム導入

２００４年
４月 センター長 小野正利 歯学部教授 再任（任期：２年）

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）

－２９－
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運用主任 小田和明 薬学部教授（任期：２年）
運用主任 長谷川 聡 看護福祉学部助教授 再任（任期：２年）

８月 基礎棟ロビーへの学生利用情報コンセントの設置
１０月 ホームページ委員会設置

２００５年
２月 北海道医療大学病院ネットワークの構築
８月 情報コンセント認証システム導入，パスワード同期システム導入，アプリケーショ

ンライセンス管理サーバ設置，ウィルスチェックサーバの更改，学内WEBサーバ
更改

２００６年
１月 RAS変更
３月 メール中継サーバ・プライマリ，セカンダリの設定・検証
６月 情報センター改組（旧委員会等整理統合）

センター長 小野正利 歯学部教授
運用主任 小田和明 薬学部教授
運用主任 長谷川 聡 看護福祉学部助教授
情報センター運営会議，ホームページ委員会，メディア委員会，広報利用部，技術
開発部，教育・研究開発部，相談室，システム管理室設置

１０月 迷惑メール対策サーバの仮設置・検証

２００７年
４月 迷惑メールサーバ試験導入，ネットワークストレージ導入
６月 VPNファームウェアバージョンアップ
７月 事務組織変更により学務部学術情報センター情報推進課から学務部情報推進課へ変

更
８月 WebサーバSSL対応
１０月 携帯電話等による教育支援システム試行，情報推進課が事務センターへ場所移動
１２月 情報センターホームページ改訂

２００８年
３月 薬学部棟・基礎教育棟VLAN変更（統合）実施
４月 入学式撮影・大学ホームページ動画配信

情報センタープロジェクト・moCo（モバイルコミュニケーションシステム）試験
利用開始

６月 ライセンスアプリケーション（SPSS）同時使用可能ライセンス数増加（２→５）
画像編集システム（Vaio Type A）導入

７月 ライセンスアプリケーション（ChemBioDraw）導入
１０月 次期web，mail，DNSサーバ等導入（稼働：２００９年度）

－３０－

運営組織
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２００９年
１月 年頭挨拶撮影・大学ホームページ動画配信

Moodleサーバ導入
３月 歯学部棟・歯科内科クリニック棟VLAN変更（統合）実施

情報処理教室全面更改実施（Active Directory他管理ツール導入）
学位記授与式撮影・大学ホームページ動画配信

１０月 HNNET Web Mail稼働

２０１０年
６月 Ez Proxy Access導入
８月 moCo（モバイルコミュニケーションシステム）用携帯電波増幅装置増設
１０月 情報推進課増員

２０１１年
２月 Fire Wall更改

次期ネットワーク監視システム導入
薬学部棟・基礎教育棟SW-HUB等更改

３月 看護福祉学部棟VLAN変更（統合）実施
大学ホームページ全面リニューアル

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）

－３１－

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／情報センター年報／２０１０年　第８巻／２０１０年　本文／０００～０００　運営組織  2011.05.11 15.36.16  Page 31 



Mail，VPN等利用説明
塩崎
情報推進課長

中央講義棟
C－２講義室

６月４日（木）
認定看護師研修
センターガイダンス

＊HNNET ID・パスワード
配付：名刺大カード入学
式後に配付

小野
情報センター長
塩崎
情報推進課長

当別キャンパス
体育館

４月７日（火）
新入生
オリエンテーション

HNNET概要・利用説明
塩崎
情報推進課長

サテライトキャ
ンパス

４月４日（土）新任教員説明会

担 当場所等日 時

レポート用MSワード書式
設定及びメールを利用した
レポートの提出方法の演習

情報推進課CALL教室４月３日（金）歯学部４年生

内 容担 当場所等日 時対 象

事 業 報 告（２００９年度）

１．安定安全稼働
（１）Fire Wall更改（２０１０年２月）
（２）新規ネットワーク監視システム導入（２０１０年２月）
（３）薬学部棟・基礎教育棟SW-HUB等更改（２０１０年２月）
（４）看護福祉学部棟VLAN変更（統合）（２０１０年３月）

２．ネットワーク利用環境の拡充・改善
（１）Ez Proxy Access導入（６月）
（２）moCo（モバイルコミュニケーションシステム）用携帯電波増幅装置増設（８月）

３．提供するサービスの利用促進
（１）講習会・講演会等の開催

①HNNET利用講習

②授業支援

－３２－
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HNNETカード（ID，パス
ワード）再配付

情報推進課
歯学部附属歯科衛
生士専門学校就職
関連

HNNETカード（ID，パス
ワード）再配付，nPOPマ
ニュアル配付

情報推進課
歯学部６年
歯科マッチング関
連

HNNETカード（ID，パス
ワード）再配付

情報推進課

薬歯学部
Web based e -
Learningシステム
関連

持込パソコンの設定支援ネ
ットワーク接続設定支援

情報推進課
心理科学部
講義室２－１

４月８日（水）
心理科学部
新入生

内 容担 当場所等日 時対 象

③その他支援

４．管理運用
（１）情報センター改組に伴う施設，設備関連
（２）管理運用委託
（３）機器保守・ソフトバージョンアップ
（４）広報利用部関係
（５）技術開発部関係
（６）ホームページ委員会関係
（７）その他管理・運用経費
（８）e-Learning利用促進・支援
（９）講義室等のマルチメディア機器・利用環境の改善
（１０）相談員制度

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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会 議 開 催 状 況

６．情報処理教室コンピュータの初期状態への復帰作業について

その他

越野准教授，疋田准教授，
飛岡学務部長委任状

第４回
３月３１日

１３：３０－１４：３０

５．計算機利用北海道地区協議会の報告
４．平成２１年度卒業式及び平成２２年度入学式の映像・音声配信について
３．平成２１年度末退職教職員アカウントの取り扱いについて
２．情報センター推奨パソコン
１．平成２２年度情報センターの構成員と担当について
（５）情報センターが行うサービスについて

協議事項

（４）情報センタープロジェクトの予定表
（３）HNNETの管理運用について

小野情報センター長，小田
運用主任，長谷川運用主
任，千葉教授，西教授，貞
方教授，石田准教授，二瓶
准教授，塩崎情報推進課長

出席者

（２）平成２２年度行事予定
（１）平成２２年度事業項目

２．平成２２年度事業
（２）平成２１年度事業結果（暫定）について
（１）平成２１年度のHNNET管理・運用

１．平成２１年度事業について
２．各委員会報告報告事項 １．HNNET利用状況
３．独立行政法人 科学技術振興機構からの「資料寄贈の依頼」について

その他

西教授，貞方教授，越野准
教授，疋田准教授，飛岡学
務部長

委任状

第３回
１月２７日

１１：００－１２：００

２．社団法人 私立大学情報教育協会第５３回臨時総会報告
１．情報センター関連規程の一部変更について
２．平成２１年度事業計画（案）： 予算要求書の提出について

協議事項
（３）情報センタープロジェクトについて
（２）平成２１年度事業進捗について

小野情報センター長，小田
運用主任，長谷川運用主
任，千葉教授，石田准教
授，二瓶准教授，塩崎情報
推進課長

出席者
（１）平成２１年度のHNNET管理・運用

１．平成２０年度事業進捗
２．平成２２年度事業計画（案）： 予算要求書の提出について報告事項 １．平成２１年度事業について
３．次回開催日 １２月中旬予定

その他

西教授，二瓶准教授，越野
准教授，疋田准教授，飛岡
学務部長

委任状

第２回
１１月６日

１１：００－１２：００

２．情報センターの各種作業の利用者への案内（周知方法）について
１．情報推進課新職員の配置について
４．規程の一部変更（案）について

協議事項

３．平成２２年度事業計画案について
２．HNNET更新計画（２００８年～２０１２年）の確認

小野情報センター長，小田
運用主任，長谷川運用主
任，千葉教授，貞方教授，
石田准教授，塩崎情報推進
課長

出席者

（２）平成２１年７～９月のHNNET管理・運用について
（１）事業進捗状況

１．平成２１年度事業進捗
２．各委員会報告報告事項 １．HNNET利用状況
８．HNNETの管理・運用の委託契約（保守，業務委託）

その他
小田運用主任，越野准教
授，疋田准教授，飛岡学務
部長

委任状

第１回
７月９日

１１：３０－１２：３０

７．情報推進課職員の去就について
６．学術情報基盤オープンフォーラム発足式
５．情報処理教育連絡調整会議報告
４．私立大学情報教育協会第５１回通常総会／第５２回臨時総会報告
３．第１回新サーバ証明書プロジェクト参加説明会（UPKI）
２．平成２１年度情報センター／情報推進課 内部監査結果の講評
１．平成２２年度事業について ほか
３．平成２１年度のHNNET管理・運用について

協議事項

小野情報センター長，長谷
川運用主任，千葉教授，西
教授，貞方教授，石田准教
授，二瓶准教授，塩崎情報
推進課長

出席者

（３）平成２１年度事業進捗
（２）HNNETネットワーク障害・ユーザ対応について
（１）平成２１年度事業計画及び日程

２．平成２１年度事業計画及び事業進捗について
１．平成２０年度事業結果について
２．各委員会報告報告事項 １．HNNET利用状況

議 題構成員開催月日

【２００９年度】
◆情報センター運営会議

（２）今後の検討スケジュールについて
協議事項

小田委員長，森本准教授，
入江准教授，二瓶准教授，
小松准教授，西村講師，長
原入試課長，高見人事課
長，熊谷係，塩崎情報推進
課長

出席者
第２回
２月２５日

（１）改訂ＨＰの公開について

（２）本学ＨＰ・トップページの更新履歴
協議事項第１回

６月１６日
（１）ＨＰ全面改訂について

議 題構成員開催月日

◆ホームページ委員会

※上記の他，以下の関連会議を開催。
○情報センター業務打ち合わせ会議（毎月定例開催）
○情報センター・システム管理室会議（随時開催）
○情報処理教育連絡調整会議（随時開催）
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ネットワーク関連規程集

［北海道医療大学情報センター規程］
平成１８年３月１６日制定

第１章 総 則

（設 置）

第１条 北海道医療大学（以下「本学」という。）に，学則第１０条第１項に基づき，北海

道医療大学情報センター（以下「情報センター」という。）を置く。

２ 情報センターの組織及び管理・運営は，この規程の定めるところによる。

（所在地）

第２条 情報センターは，北海道石狩郡当別町金沢１７５７番地の北海道医療大学内に置く。

（目 的）

第３条 情報センターは，教育・研究及び大学の管理運営の効率化を図るために構築され

た学内LAN（東日本学園ネットワーク，以下「HNNET」という。）の管理運用を行うと

ともに，本学における情報化を推進し，教育・研究の発展に資することを目的とする。

（任 務）

第４条 情報センターは次の項目を任務とする。

（１）HNNETの管理運用及び改善

（２）コンピュータネットワークシステムの教育・研究開発

（３）メディア教育の推進

（４）データベースの構築及び教育研究開発プロジェクトの推進

（５）大学ホームページの管理

（６）情報セキュリティ対策

（業 務）

第５条 情報センターは次の業務を行う。

（１）ネットワーク機器の管理運用及び利用支援に関する事項

（２）各種サービスの管理運用及び利用支援に関する事項

（３）教育用コンピュータネットワークの管理運用及び利用支援に関する事項

（４）HNNET利用者登録・情報管理に関する事項

（５）HNNETに接続する各種システムとの調整に関する事項

（６）メディア教育の推進に関する事項

（７）データベースの構築及び教育研究開発プロジェクトの推進に関する事項

（８）大学ホームページの管理に関する事項

（９）情報セキュリティに関する事項

（１０）情報センター関連委員会に関する事項

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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第２章 組 織

（情報センター長）

第６条 情報センターに，情報センター長を置く。

２ 情報センター長は，教員役職候補者選考手続規程に基づき選任する。

３ 情報センター長は，情報センターの業務を統括する。

（情報センター運用主任）

第７条 情報センターに，運用主任２名を置き，広報利用支援担当１名及び技術開発支援

担当１名とする。

２ 運用主任は，情報センター長の推薦に基づき，学長が委嘱する。

３ 運用主任の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

４ 任期中に退任した場合，後任者の任期はその残任期間とする。

（相談員）

第８条 情報センターに，学部等毎にHNNET利用に係る相談員若干名を置く。

２ 相談員は，学部内に相談場所と相談日時を定め，学部等の職員及び学生のHNNET利

用に係る対応を行う。

３ 相談員は，各学部等のネットワーク委員会が推薦する職員，若干名に学長が委嘱す

る。

４ 相談員の委嘱期間は１年とする。ただし，再任を妨げない。

５ 任期中に退任した場合，後任者の任期はその残任期間とする。

（職 員）

第９条 情報センターに，情報センター任務に係る教育研究を担当する職員若干名を置

く。

２ 前項の職員は，教授，准教授又は講師とする。

３ 職員の選考については，別に定める。

（部 門）

第１０条 情報センターに，次の部門を置く。

（１）広報利用部

（２）技術開発部

（３）教育・研究開発部

（４）相談室

（５）システム管理室

（広報利用部）

第１１条 広報利用部は，情報センターの各種広報を担当するとともに，情報センターが提

供する各種サービス利用のための広報を行う。

２ 広報利用部は，第７条に規定する広報利用支援担当の運用主任が統括する。

３ 広報利用部は，主に次の項目を担当する。

（１）情報センター各種広報に関する事項

（２）情報センターホームページの作成，更新に関する事項

（３）HNNETの快適利用に関する事項

（技術開発部）

第１２条 技術開発部は，コンピュータネットワーク利用上の技術支援を行う。

２ 技術開発部は，第７条に規定する技術開発支援担当の運用主任が統括する。

－３６－

運営組織

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／情報センター年報／２０１０年　第８巻／２０１０年　本文／０００～０００　運営組織  2011.05.11 15.36.16  Page 36 



３ 技術開発部は，主に次の項目を担当する。

（１）各種サービスの提供，利用促進及びマニュアル作成等に関する事項

（２）HNNET利用環境の構築，管理・運用及び利用支援に関する事項

（３）情報センターが管理する教育上のコンピュータネットワーク機器の管理・運用，

改善・整備に関する事項

（教育・研究開発部）

第１３条 教育・研究開発部は，情報センター任務に係る教育・研究開発を行う。

２ 教育・研究開発部は，情報センター長が指名する情報センター職員が統括する。

３ 教育・研究開発部は，主に次の項目を担当する。

（１）メディア教育の担当

（２）コンピュータネットワークシステムの教育・研究開発に関する事項

（３）情報科学及び情報処理教育に関する企画立案

（４）e-Learningシステムの研究開発及び教育・研究上の利用支援

（５）データベースの構築及び教育・研究開発プロジェクトに関する事項

４ 前項第５号のプロジェクトに関する事項を検討するため，情報センターにプロジェク

ト検討委員会を置くことができる。プロジェクト検討委員会については，別に定める。

（相談室）

第１４条 相談室は，HNNET利用上の相談を受け，利用促進・支援を行う。

２ 相談室は，情報センター長が指名する情報センター職員が統括する。

３ 相談室は，主に次の項目を担当する。

（１）HNNET内のサブネットワーク構築に関する事項

（２）その他，HNNET利用に係る技術的な事項

（システム管理室）

第１５条 システム管理室は，HNNETのセキュリティ上の対策を行う。

２ システム管理室は，情報センター長が統括する。

第３章 委員会等

（情報センター運営会議）

第１６条 情報センターに，情報センターの管理運営に関する必要事項を審議するため，情

報センター運営会議（以下「運営会議」という。）を置く。

２ 運営会議に関する事項は，別に定める。

（メディア委員会）

第１７条 情報センターに，メディア利用支援に関する事項を協議するためメディア委員会

を置く。

２ メディア委員会に関する事項は，別に定める。

（ホームページ委員会）

第１８条 情報センターに，大学のホームページに関する事項を協議するためホームページ

委員会を置く。

２ ホームページ委員会に関する事項は，別に定める。

（ネットワーク委員会）

第１９条 HNNETの利用促進や専門領域での高度利用に関する事項を協議するため，各学

部等にネットワーク委員会を置く。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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２ ネットワーク委員会に関する事項は，別に定める。

第４章 その他

（HNNET利用内規）

第２０条 HNNETの利用内規については別に定める。

（事 務）

第２１条 情報センターに係る事務は，情報推進課が所管する。

（改 廃）

第２２条 この規程の改廃は，情報センター運営会議及び評議会の議を経て理事会が決定す

る。

附 則

この規程は平成１８年６月１日から施行する。

［情報センター運営会議規程］
平成１８年３月１６日制定

（趣 旨）

第１条 この規程は，情報センター規程第１６条第２項の規定に基づき，情報センター運営

会議（以下「運営会議」という。）の組織及び運営について定める。

（構 成）

第２条 運営会議は，次に掲げる委員をもって構成し，学長が委嘱する。

（１）情報センター長

（２）情報センター運用主任２名

（３）情報センター規程第１９条に規定する各学部等ネットワーク委員会の委員長

（４）学長が指名する事務職員

（５）その他委員長が必要と認める者

（任 期）

第３条 前条項第４号及び５号の委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

２ 委員に欠員を生じたときの補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第４条 運営会議に委員長を置き，情報センター長をもって充てる。

２ 委員長は，運営会議を招集し，その議長となる。

３ 委員長に事故があるときは，予め委員長が指名する委員がその職務を行う。

（議 事）

第５条 運営会議は，委員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。

２ 運営会議の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは議長が決

する。

３ 委員長が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，説明または意見を聞くこ

とができる。

（審議事項）

第６条 運営会議は，次の各号に掲げる事項について審議する。

－３８－
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（１）情報センターの管理運営に関する必要事項

（２）情報センターの規程の制定および改廃に関する事項

（３）情報センターの事業計画及び予算に関する事項

（４）HNNETの管理運用及び改善に関する事項

（５）メディア教育に関する重要事項

（６）データベース構築及び教育研究開発プロジェクトの推進に関する重要事項

（７）大学ホームページの管理に関する重要事項

（８）その他情報センター及びHNNETに関する事項

（事務の所管）

第７条 委員会に関する事務は，情報推進課が所管する。

（改 廃）

第８条 この規程の改廃は，情報センター運営会議及び評議会の議を経て学長が決定す

る。

附 則

この規程は平成１８年６月１日から施行する。

［メディア委員会内規］
平成１８年３月１６日制定

（趣 旨）

第１条 この内規は，情報センター規程第１７条第２項の規定に基づき，メディア委員会

（以下「委員会」という。）の組織及び運営について定める。

（構 成）

第２条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。

（１）情報センター規程第７条に規定する技術開発支援担当の運用主任

（２）各学部の教務部長

（３）情報科学系，語学系及び人文科学系の教育職員各１名

（４）その他委員長が必要と認める者

（任 期）

第３条 前条第３号及び４号の委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

２ 委員に欠員を生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第４条 委員会に委員長を置き，情報センター運用主任（技術開発支援担当）をもって充

てる。

２ 委員長は，メディア委員会を招集し，その議長となる。

３ 委員長に事故があるときは，予め委員長が指名する委員がその職務を行う。

（協議事項）

第５条 委員会は，次の各号に掲げる事項について協議する。

（１）メディア教育に関する事項

（２）メディア利用支援に関する事項

（３）情報処理システムに関する事項

（４）HNNETの教育上の利用環境に関する事項

（５）その他HNNETの教育上の利用に関する事項

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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（事務の所管）

第６条 委員会に関する事務は，情報推進課が所管する。

（改 廃）

第７条 この内規の改廃は，情報センター運営会議の議を経て情報センター長が決定す

る。

附 則

この内規は，平成１８年６月１日から施行する。

［ホームページ委員会内規］
平成１６年９月１０日制定

（趣 旨）

第１条 この内規は，情報センター規程第１８条第２項の規定に基づき，ホームページ委員

会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について定める。

（構 成）

第２条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって構成する。

（１）情報センター規程第７条に規定する広報利用支援担当の運用主任

（２）各学部等のネットワーク委員会から推薦された教職員各１名

（３）広報・教育事業部及び総務部の職員各１名

（４）その他委員長が必要と認める者

２ 前項において１号の委員は２号の委員を兼ねることができる。

（任 期）

第３条 委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

２ 委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第４条 委員会に委員長を置き，情報センター運用主任（広報利用支援担当）をもって充

てる。

（招集及び議長）

第５条 委員長は会議を招集しその議長となる。

２ 委員長に事故あるときは，委員長が指名する委員が議長となる。

３ 委員会は，必要に応じ招集するものとする。

（協議事項）

第６条 委員会は本学ホームページを管理するとともに次の事項について協議し，改善・

変更案を作成する。

（１）ホームページのサイトマップに関する事項

（２）トップページのデザインに関する事項

（３）その他，委員長が必要と認める事項

２ 委員会は各ホームページ作成担当部局に対し前項に基づき，改善・変更を求めること

ができる。

（事務の所管）

第７条 委員会に関する事務は，情報推進課が所管する。

（改 廃）

第８条 この内規の改廃は，情報センター運営会議の議を経て情報センター長が決定す

－４０－
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る。

附 則

この内規は，平成１６年１０月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１８年６月１日から施行する。

［ネットワーク委員会内規］
平成１０年５月２７日制定

（趣 旨）

第１条 この内規は，情報センター規程第１９条第２項の規定に基づき，ネットワーク委員

会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について定める。

（組 織）

第２条 委員会は，次の各号に掲げる学部等に組織する。

（１）薬学部

（２）歯学部

（３）看護福祉学部

（４）心理科学部

（５）大学病院

２ 前項のうち，歯学部には歯学部附属歯科衛生士専門学校，大学病院には歯科内科クリ

ニック及び個体差医療科学センターを含むものとする。

（委 員）

第３条 委員は，各教授会等で選任した委員をもって充てる。

２ 委員会の定数は，各教授会等で決定する。

（任 期）

第４条 委員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

２ 委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

３ 委員長に事故あるときは，委員長が指名する委員が議長となる。

（委員長）

第５条 各学部等の委員会には，委員長を置き，委員長は委員の互選により選任する。

２ 委員長は，会議を招集し，その議長となる。

３ 委員長に事故あるときは，委員長が指名する委員が議長となる。

４ 委員長は，情報センター運営会議の構成員となる。

（協議事項）

第６条 委員会は，次の各号に掲げる事項について協議する。

（１）学部等のHNNETの運用に関する事項

（２）学部等のHNNETの利用促進に関する事項

（３）学部等のHNNETの整備に関する事項

（４）その他学部等のHNNETに関する事項

（事務の所管）

第７条 委員会に関する事務は，各委員会が所属する学部等の事務課が所管する。

（改 廃）

第８条 この内規の改廃は，情報センター運営会議の議を経て情報センター長が決定す
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る。

附 則

この規程は，平成１０年６月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１２年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１４年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１７年７月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成１８年６月１日から施行する。

［ネットワーク利用内規］
平成１０年５月２７日制定

（目 的）

第１条 この内規は，学校法人東日本学園の情報ネットワーク（以下「HNNET」とい

う。）の利用に関する必要な事項を定めることを目的とする。

（利用資格）

第２条 HNNETを利用できる者は，次に掲げる各号に該当する者とする。

（１）本学園の職員

（２）本学園の学生及び大学院生

（３）歯科臨床研修医

（４）その他，情報センター運営会議が認める者

（利用申請）

第３条 HNNETの利用にあたっては，所定の手続きを行い，事前に情報センター長の承

認を得なければならない。

２ 第２条第２号の利用者については，教育職員の指導により利用の申請を行うものとす

る。

３ 利用申請の手続きに関することについては，別に定める。

（利用範囲）

第４条 HNNETの利用範囲は，本学園の教育・研究並びに管理業務とする。

（遵守事項）

第５条 HNNETの利用者は，次の各号に掲げる事項を遵守することとする。

（１）IDを第３者に貸与または譲渡しないこと

（２）他のユーザや第３者の人権及びプライバシーや著作権を侵害しないこと

（３）営利を目的に利用しないこと

（４）諸法令もしくは公序良俗に反しないこと

（５）HNNETの運用を妨害しないこと

（他のネットワーク利用）

第６条 他のネットワーク利用にあたっては，接続先の利用規程等を遵守しなければなら

－４２－
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ない。

（利用停止）

第７条 HNNETの利用者が第５条の各号に違反したときは，情報センター運営会議の議

を経て，情報センター長がその利用を停止するものとする。

２ 協議会に関する事項は，別に定める。

（利用責任）

第８条 HNNETの利用者は，その利用責任を負うものとする。

（改 廃）

第９条 この内規の改廃は，情報センター運営会議の議を経て，情報センター長が決定す

る。

附 則

この規程は，平成１０年６月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１８年６月１日から施行する。
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HNNET利用状況
利用状況

１９７３，３６０３，６５９１，３５４１，８０６合 計
２２２，６７０２，６８８０学生小計

学
生

０９４９４－－認定看護師研修センター
０１０７１０７－－学生（衛専）
０５２９５２９－－学生（心）
０７５２７５２－－学生（看）
１５７２５７８－－学生（歯）
１９５３２５３２－－学生（薬）
０２８２８－－大学院生（心）
０２７２７－－大学院生（看）
０８８－－大学院生（歯）
２２１３３－－大学院生（薬）
１７５６９０９７１１，３５４１，８０６教職員小計

教
職
員

０１７８１７８－－臨床教員・研修歯科医
３７１３５２０８３０９５５６事務・図書館・個体差研・体育館
５７６１３７１５９１８８個体差医療科学センター・大学病院
３０３４５８１４０１８８心理科学部
２５６１７８１４８１８６看護福祉学部
４７１４２２２１３８２４３４歯学部・歯科内科クリニック・衛生士学校
７１５２４

２１６２５４
人間基礎科学

２４４９６７薬学部
WWW登録数RAS登録数Mail登録数使用IP数付与可能IP数

（Ｈ２２．４．１現在）
１．Webサーバアクセス実績（Mb）

２．Mail通信件数（件）

３．ウイルス駆除件数（件）

４．迷惑メール件数（件） ※迷惑メール件数は ips@hoku-iryo-u.ac.jp 宛ての件数

－４４－
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５．RAS接続件数（件）

１０．ノートパソコン利用実績（貸出・固定）（件）

６．VPN接続件数（件）

７．RAS・VPN利用者数（人）

８．LL教室開放利用状況（人）

９．当別キャンパス情報コンセント利用状況

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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情報処理教室 ／ CALL教室 講義使用状況

薬学部３年薬学英語�×２

後期

CALL教室

歯科衛生士専門学校１年英語×２

薬学部２年英語�

看護学科２年英語B（B）

看護福祉学部２年英語コミュニケーションB×２

歯学部２年英語D

歯科衛生士専門学校２年英語×２

前期

歯学部２年英語�

臨床福祉学科１年英語A×２

看護学科２年英語コミュニケーションA

薬学部１年オーラルイングリッシュA�×２

薬学部３年薬学英語�

後期

情報処理教室

薬学部１年基礎セミナー

薬学部１年・看護福祉学部１年情報科学×５

臨床福祉学科３年保健医療福祉情報論

前期
看護学科１年・臨床福祉学科１年情報処理演習（B）×２

看護学科１年・臨床福祉学科１年情報処理演習（A）×２

歯学部１年医療情報処理演習×２

対象学部学科・学年利用科目実施教室／期

講習会開催状況

１．HNNET利用申請講習会

２．ワード＆メール利用講習会

歯学部歯学科４年生全員４月

受講対象受講者数開催時期

講師：塩崎情報推進課長

認定看護師研修センター研修生全員６月

新入生全員４月

受講対象受講者数開催時期

講師：塩崎情報推進課長

－４６－
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マルチメディア利用科目開講状況

３８．３％２５３６６０７４合計
１９．２％３５１８２９心理科学部
１９．４％４２２１７１１看護福祉学部
８２．３％１０７１３０３５歯学部
５２．７％６９１３１１９薬学部
利 用 率利用科目数開講科目数利用教員数学 部

１．調査内容：講師以上の教員を対象としたメールによる調査（利用教員のみ回答依頼）

２．調査期間：２０１０年３月１日～３月３１日

３．対象期間：２００９年度前期・後期開講科目

４．実施率（利用科目数／全開講科目数）：３８．３％（２５３／６６０）

５．マルチメディア教室一覧

講義室２－１心理科学部
Ｃ－５

中央講義棟

Ｃ－４
Ｃ－３
Ｃ－２
Ｃ－１
Ｎ－４４

看護福祉学部棟

Ｎ－４３
Ｎ－４２
Ｎ－４１
Ｎ－３１
Ｎ－２７
Ｎ－２６
Ｎ－２５
Ｎ－２４
Ｎ－２３
Ｎ－２２
Ｎ－２１
Ｄ－４

歯学部棟
Ｄ－３
Ｄ－２
Ｄ－１
Ｐ－２

基礎棟
薬学部棟

Ｐ－１
Ｇ－１
教 室種 別

６．マルチメディア機器一覧（情報処理教室除く）

電動スクリーン
天吊液晶プロジェクタ（２４００／５０００ルーメン，XGA）
ビデオ（S-VHS，DV，ミニDV）
DVDプレーヤー
OHC（高精細資料提示装置）

CD/DVD，ネットワーク
HD：３７GB／１５０GB
メモリ：２５６MB／１GB
CPU：pent４１．７G／pent４HT３G
Office２００２／２００７
WindowsXP Pro

デスクトップパソコン
AVコントロール卓
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学生のコンピュータ利用状況
【学生利用環境】
＜当別キャンパス＞
○総合図書館・・・デスクトップPC １１台（３階情報検索コーナー）

ノートPC １４台（３階キャレルデスク）
貸し出しPC ２０台（館外持出可，ただし学外への持出禁止）
無線LANカード（windows対応）１８台

【利用時間】月曜日～金曜日［９：００～２１：００］
土曜日（休日開館日）［９：００～１８：００］
ノートパソコンの返却［貸出当日中］

○就職相談室・・・デスクトップPC ３台，ノートPC ４台
【利用時間】月曜日～金曜日［８：４５～１７：００］

○ＣＡＬＬ教室・・・・デスクトップPC ８０台
【利用時間】月曜日～金曜日［１５：３０～１９：００］

○看護福祉学部学生ロビー・・・・情報コンセント２４箇所（各テーブルに設置）
【利用時間】終日

○基礎教育棟１Fロビー・・・・情報コンセント１０箇所（各テーブルに設置）
【利用時間】終日

○情報処理教室・・デスクトップPC ６４台（授業利用優先）

＜あいの里キャンパス＞
○総合図書館あいの里分館・・・ ３０箇所 ○講義室９（５階）・・・・・・・・ ９２箇所
○ＬＬ／ＣＰＵ教室・・・・・・ １６７箇所 ○学生ロビー（１，３，５階）・・・各２０箇所
○講義室３（階）・・・・・・・・ ８２箇所 ○食堂（１階）・・・・・・・・・・ ２０箇所

【CALL教室利用状況】

【図書館ノートPC・貸し出しPC利用状況】

－４８－
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ウィルス駆除状況

８VBS_REDLOF.A

８Mal_Hifrm

９WORM_NETSKY.AG

９WORM_BUZUS.BHX

１２TROJ_AGENT.INC

１３TROJ_CUTWAIL.GT

１８WORM_MYTOB.BR

１９TROJ_BREDLAB.SME

１９TROJ_BANLOAD.EBD

２０TROJ_DROPPER.QAL

２１TROJ_RENOS.BDP

２４TROJ_FAKEAV.BKC

２４L_IFRAME.HT

２８WORM_AUTORUN.DPE

３２WORM_NETSKY.DAM

３２WORM_NETSKY.BM

３４WORM_MYDOOM.BY

３４WORM_BAGLE.GEN-3

３５WORM_MYTOB.CI

３９WORM_NETSKY.D

３９TROJ_FAKEAV.BNO

６２JS_NEVAR.A

６６WORM_PROLACO.M

７０TROJ_FAKEAV.BLV

７８WORM_PROLACO.Z

１２６TROJ_BREDLAB.SMP

１３３WORM_MYDOOM.GEN

１６４TROJ_BREDLAB.SMF

２６３HTML_Netsky.P

４５３WORM_NETSKY.Q

件数ウィルス名

４．ウィルス駆除件数

合計： ８９種 ２，０４８件 駆除２TROJ_BREDOLAB.CA

２TROJ_AGENT.AXDA

２Mal_MHT

２L_IFRAME.CGZ

２L_FUJACKS.E

２JS_ISTBAR.CX

２HTML_IFRAME.HT

３WORM_SILLY.CFG

３WORM_NETSKY.X

３WORM_NETSKY.BI

３WORM_AUTORUN.FPY

３VBS_INVADES.AN

３TROJ_BRDOLAB.SMF

３lWORM_BAGLE.GEN-

３HTML_IFRAME.AJW

４TROJ_SPAMTHRU.AJ

４TROJ_DROPR.VEN

４L_MALSCRIP.AT

４HTML_IFRAME.CGZ

５WORM_SPYBOT.MCP

５TROJ_AGENT.ANIW

５JS_NIMDA.A

５JS_GUMBLAR.SMM

５HTML_Netsky.PNONAMEFL

６TROJ_GENOME.BK

６TROJ_CLICKER.ECG

６JAVA_BYTEVER.AT

７TROJ_FAKEREAN.BX

７TROJ_BREDOLAB.J

７JS_AGENT.AOIP

件数ウィルス名

１WORM_NYXEM.E

１WORM_NETSKY.GEN

１WORM_BAGLE.JG

１TSPY_ZBOT.WKLA

１TROJ_ZBOT.BVU

１TROJ_TDSS.SMAA

１TROJ_FAKEAV.BLU

１TROJ_CUTWAIL.HE

１TROJ_BUZUS.BLU

１TROJ_AGENT.AWYQ

１SWF_DLOAD.SA

１PE_SALITY.ASPE_FUNLOVE.

１PE_BUGBEAR.B-O

１JS_QUIP.A

１JS_ONLOAD.SMA

１JS_ISTBAR.CN

１JS_AGENT.AAAC

１HTML_IFRAME.NV

１HTML_IFRAME.NJ

１HTML_IFRAME.CBN

２BKDR_ZBOT.ASL

２WORM_PROLACO.P

２WORM_PROLACO.AA

２WORM_PKOOBF.SMA

２TSPY_ZBOT.AWF

２TROJ_WEBPWND.A

２TROJ_TMAAGENT.B

２TROJ_INJECT.AIL

２TROJ_DADOBRA.AA

件数ウィルス名

１．集計期間： 平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

２．ウィルス駆除総件数： ２，０４８件（E-mail経由：１，８２７件，WEB経由：２２１件）

３．駆除ウィルス

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）

－４９－

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／情報センター年報／２０１０年　第８巻／２０１０年　本文／０００～０００　利用状況  2011.05.11 15.43.12  Page 49 



情報センターメールマガジンコラム（２００９年度）

＜２００９年４月号＞ メディア委員会委員 溝口 到（歯学部教授）

情報センターでは，現在，携帯電話による教育支援システム（Mobile Communication
通称「moCo」）の構築を目指したプロジェクトを進めています。これは学生の携帯電話
を活用し，学生と教員間のコミュニケーションや出欠席の管理を支援するシステムであ
り，昨年より試行し一部改善したものです。現在，出欠席の管理等に関しては，薬学部
と看護福祉学部で施行されています。
また，薬学部では前年度から国家試験対策の一環として，薬剤師国家試験問題の過去
問を携帯上で学習できるシステムを導入しております。歯学部でも今年度の早い段階で
国家試験対策学習ができるシステムを導入予定です。
情報センターでは，学生さんがより勉学しやすい環境を整えていくことを目指してい
ます。皆様のご協力を宜しくお願い申し上げます。

＜２００９年５月号＞ メディア委員会委員 倉橋昌司（看護福祉学部教授）

最近日課として，メールとお気に入りホームページのチェックに，いくつかのブログ
を見ることが加わった。社会福祉政策の権威であり，以前本学臨床福祉学科の教授を務
められたF教授のブログは，教授の幅広い教養を伺わせる内容で，毎日の楽しみとなっ
ている。
金曜日の夕方，図書館で新着図書を見ることにしているが，ブログを見ることは，ま
さにこれに匹敵する情報源である。また社会福祉学のオピニオンリーダーであるS教授
のブログは，内容をまとめたものが単行本になるほどで，毎日，短編小説を読むような
気分になる。社会情勢を踏まえ，ご自分の考え，意見をまとめ，発言することの素晴ら
しさにただただ感動するのみである。
先日，F教授が以前発表された論文が紹介されており，興味ある内容であったので，
拝読，感想をコメントさせていただいた。すぐにコメントが返され，旧交を温めること
ができた。
興味ある分野別にその分野の権威のブログを見ることは，総説論文を見るようで，新
刊書の紹介などもあり，つい最近までは考えられなかった情報収集手段であると感じて
いる。
どこまでも果てしなく続く情報の海を泳ぐうちに，目的を忘れ，力尽きて溺死したく
はない。しっかり自己を持ちつつ，目的に向かって，情報の海を遊泳できればと思って
いる。

－５０－
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＜２００９年６月号＞ 情報センター長 小野正利

「Webとメールとユビキタス」
インターネットはWebとメールがその中心と言えます。HNNETのサービスも同様で

す。インターネット利用は携帯電話でもできますから，既にネットワークのユビキタ
ス，すなわち「いつでも，どこでも，誰でも」ネットワークの利用ができることになっ
ているのかもしれません。
現在，情報センター（HINIC）が目指す，HNNETのユビキタスは，学外からも学内

とほぼ同様の安定・安全・快適利用が可能になっている状態を想定しています。そし
て，HNNETの存在が大学を身近に感じる基盤になってもらえるのではないかと思って
いるわけです。いつでも，どこでも，本学関係者は本学を「感じる」ことができると言
うわけです。
このために目指すべき方向は，学外での利用において，各種設定を少なくすること，
可能であれば無くしてしまうことでしょう。試みの一つとして，現在，VPNを経由する
ことなく図書館等の学内サーバを利用するため，本学ホームページの右下に「Ezproxy
Access」というリンクを作成しています。もう一つは，従来のメール利用に加えて，
Webメールの試験公開を予定しています。学外からの本学のメールアカウントによるメ
ール送受信が可能になります。

＜２００９年７月号＞ 情報センター 二瓶裕之（情報センター教員／薬学部准教授：兼

務）

「光のコンピュータ」
コンピュータは光と密接な関係をもっています。たとえば，ご自宅でインターネット
を使っている方のパソコンの多くには，光ファイバーと呼ばれる光の線路がつながって
います。
この光の線路は，まさに，地球規模のネットワークを持っています。いまも，太平洋
の海底深くでは光の線路がゆらゆらと揺れていて，その線路の中で，光が世界中のホー
ムページや電子メールなどのデータを運んでいます。
さらに，データを運ぶだけでなく光自身が計算もしてくれる。それが光のコンピュー
タです。光コンピュータは，光の粒（フォトン）の１つ１つを使うことで，今のコンピ
ュータでは数億年かかるような計算を，ものの数秒で片付けてしまいます。
もちろん，まだ研究段階の技術ですが，そのような技術者・研究者の集まる会議に参
加すると，着実に研究が進んでいることを実感できます。そう遠くない未来，コンピュ
ータの中では，光の粒が花火のように煌きながら活躍しているのかもしれません。

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）
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＜２００９年８月号＞ メディア委員会委員 森若文雄（心理科学部教授）

職務上，ネットワーク関連の委員になっておりますが，日常生活ではメール，文献検
索やオンラインジャーナルぐらいしか使用しておらず，何を書いたらよいのかと甚だ困
ってしまいました。まずは過去のコラムに目を通そうと拝読してみますと，センター長
が「いつでも，どこでも，誰でも」ネットワークが利用できる，「インターネット，
HNNETのユビキタス」，また，各ネットワーク委員の先生が新しい情報を含めて書かれ
たコラムを読みながら，ネットワークの利便性，有用性を色々な面で恩恵にあずかって
いるなあーと，まずは実感致しました。
一方，担当学生が実習先でUSBウイルスに感染したとの連絡が入り，ウイルス感染，
誤った情報，情報漏洩の危険性や，学部学生のレポート作成でペースト機能が大活躍し
ている教育上の問題も思い浮かびました。
時期を同じくして，４ヵ月半ぶりに地球に戻られた宇宙飛行士の若田光一さんがまだ
重力に慣れずに，「意識しないとコップを高く持ち上がれない。いすに座っているとお
しりが痛くなる。」とのコメントを聞き，ネットワークの利便性，有用性にどっぷりと
浸かり，何かを忘れているかなと考えさせられました。
大昔，投稿論文の作成で何日間かかり数十枚の原稿用紙に書いた原稿が，指導教官よ
り赤鉛筆で修正加筆後に返却され，また，最初から数十枚の原稿用紙に書き直し，再提
出・修正加筆・返却を何度か繰り返し，投稿していた頃の指の痛さが思い出されました。

＜２００９年９月号＞ ネットワーク相談員 畠山彰文（心理科学部講師）

本学での「教育の情報化」

私が所属する心理科学部では，学部開設以来７年間学生にノートパソコンを必携とし
ています。私自身は，情報関係の科目を担当するのをはじめ，情報センターの相談員，
学部ネットワーク委員会委員として，学生，教職員からのさまざまな相談，意見・要望
等に関与しています。日々，業務に追われる一方，コンピュータ，ネットワークの技術
開発，社会的な状況などのさまざまな変化に加えて，学部，学内からの多様な意見・要
請にどのように応えたらよいのかという悩みが増します。

「HNNET利用者の声は千差万別である」

それに対する一つの「答え」が，文部科学省が今年３月に作成した「教育の情報化に
関する手引」にありました。
「手引き」によると，「教育の情報化」は，（教員の）特に指導場面に着目したときの
従来からの整理とともに，昨今の教員の事務負担の軽減などの観点も含めた３つの目標
から構成されます。その中で，
２．教科指導におけるICT（「情報コミュニケーション技術」）活用：各教科などの目標
を達成するための効果的なICT機器の活用

－５２－

北海道医療大学情報センター年報Vol．８（２０１０）

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／情報センター年報／２０１０年　第８巻／２０１０年　本文／０００～０００　マガジンコラム  2011.06.02 10.48.08  Page 52



３．校務の情報化：教員の事務負担の軽減と児童・生徒と向き合う時間の確保は，「手
引き」が本来，小・中学校などの新学習指導要領に対応した内容であるものの，私に限
らず（本学も含む高等教育機関の）他の教員にとっても特に痛切な内容に違いないでし
ょう。
上記２と３の両立はある意味相反する内容とも思いますが，両者の実現が本学での

「教育の情報化」成功のカギになると確信しています。

＜２００９年１０月号＞ メディア委員会委員 足利俊彦（薬学部講師）

「CALL（コンピュータを利用した外国語学習）」
本学における新規CALLシステムの導入ついては，大学教育開発センター英語教育研
究会が中心となり検討を重ね，本年度中に導入される運びとなりました。これにともな
い，最新のコンピュータシステムをCALL教室に配備するとともに，マルチメディア語
学教育支援システム，ネットワーク型語学教材等を利用した全学部共通の英語教育の実
現を目指しております。
これらの英語教材は，授業時間はもちろんのこと，自宅でもメモリースティックやイ
ンターネットを利用して活用できるので，学生は個々の能力や都合に合わせて繰り返し
学習し，成果をそこで確認し，英語力を着実に高められるメリットがあります。また，
英語の得意な学生は，TOEICやTOEFL等で高得点を目指すこともできます。さらに医
学英語専門のソフトウェアを導入すれば国際的なレベルでの研究活動にも役立てること
も可能となります。
本学の英語教育は「入学から高学年までの一貫した教育」を基本理念とし，リメディ
アル教育による基礎学力の徹底から高学力者の専門的学力伸長にまで対応することを目
標にしています。CALLシステムはこうした目標を実現する上でも有効に活用しうるも
のとして期待されています。

＜２００９年１１月号＞ メディア委員会委員 小澤次郎（看護福祉学部准教授）

ここ数年の顕著な傾向として，演習などで，学生に課題を与えてみると，そのほとん
どがITの活用で検索してきた「情報」で答えてくる。もちろん，そのことに何ら問題は
ない。しかし，学生が「情報」に対して内容を無批判に引用するだけであり，その「情
報」の出典を尋ねても回答できない。こうなると，教員としては，ITの活用で膨大な量
の「情報」検索が短時間で容易となったという事態を，そう喜んでばかりもいられない。
ここで思いあわすのが，学生の基礎学力低下の問題である。「読み・書き・そろばん」
というが，現在，本学学生の場合，「読み・書き」の学力が相当に低下してきている。
そして，これはあまり注目されていないのだが，学生の「聞き取り」能力がそれ以上に
低下してきているのである。これから小学校の教育課程で，英語が必修化されたなら
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ば，この傾向が危機的に加速していくことは明白である。
先日，気分転換に中国語の辞典を読んでいたら，≪邯鄲学歩≫「邯鄲ニ歩ヲ学ブ。」
という四字熟語に出合った。この四字熟語は昔の中国の話に基づいてうまれたらしい。
昔，田舎から出てきた書生が，趙の都・邯鄲に留学をした。そこで彼は，都びとの垢ぬ
けた歩き方に驚き，憧れ，さっそくまねようとしたのだが，どうしてもできなかった。
ところが，以前の歩き方も忘れてしまい，ついに地面を這って故郷にもどったというの
である。
さすがに，この四字熟語は，内容のあまりの荒唐無稽さのためか，日本に伝わらなか
ったようだ。しかし，近い将来，英語もできない，日本語もできないという日本人たち
があらわれるとなると，そう笑ってばかりもいられまい。事実，日本に留学してきた，
外国の知人たちは，ふつうの日本人たちよりも，日本語に遥かに堪能だった。だから，
この危惧は，決して杞憂ではない。
昨今，日本の教育界では，大学をめぐってさまざまな危機が取り沙汰されている。も
ちろん，本学も例外ではないだろう。IT等による「情報」の氾濫と，学生の基礎学力の
低下──これに対して，どのように有効な対策をたてることが現実に可能なのか。本学
の教職員は，この試験問題に取り組み，答えなければならない。

＜２００９年１２月号＞ メディア委員会委員 岡橋智恵

（歯学部附属歯科衛生士専門学校専任教員）

「宇宙からメリークリスマス！」
１２月です。クリスマスです。街全体がキラキラと輝き，たくさんの人達がワクワクし
ながらプレゼントを選ぶ光景を目にします。（仏教国であるはずなのに・・・）
もうひとつキラキラしているのが贈り物には欠かせないカード売り場でしょうか。色
とりどりのクリスマスカードが目につきます。そこで「宇宙からメリークリスマス～き
ずなを使ってメッセージを届けてみよう」というのがあります。超高速インターネット
衛星の「きずな」を利用してクリスマスメールを配信するという実験です。*
「きずな」は，誰もが平等に高速通信サービスを受けることができるサービスを実現
するために開発されました。世界初，最大１．２Gbpsの超高速通信が可能で大掛かりな地
方局を必要とせず宇宙からの通信を行うことができます。そのため地域による情報格差
の解消，遠隔医療をはじめとした医療分野，教育分野，災害情報などでの活用が大いに
期待されているのです。
いまの日本は不景気，雇用問題，政権交代などで混迷が生じていますが，温かいメッ
セージをどなたかに送りませんか。

* http : //www.jaxa.jp/projects/sat/winds/

－５４－
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＜２０１０年１月号＞ メディア委員会委員 水野 誠（学務部次長）

２０１０年は，比較的穏やかに明けたのですが，温暖化なのか欧州や米国では，寒波が襲
来，大地震も世界各地で頻発しています。２０１２年に関する映画が公開されるなど，経済
社会が大きく変化しようとしている昨今，本学も新年早々に新聞の一面記事として話題
が提供されたばかりです。
教育・文化は，歴史の大きな括りとなる時代とともにその姿を変化させてきていま

す。情報の世界もその進歩は目覚ましく，汎用OSを見てWindows XPが出たかと思って
いたら，vista，７と変化していっています。
光の通信速度や情報量も飛躍的に増加していて，円周率の計算では，スーパーコンピ
ューターの記録を普通のPCが塗り替えたり，単位表記で私の知るナノは情報の世界で
は昔の話となっています。今年１年どのような変化が地球上に現れてくるのか，鳥瞰的
な楽しみになってきました。今年も情報センターのメールマガジンのご購読をよろしく
お願いいたします。

＜２０１０年２月号＞ ネットワーク相談員 齊藤恵一（心理科学部講師）

インターネットは限界に近づきつつある。地球上の人間のおよそ半数にあたる２０億人
が利用し，１兆ページを有し，月に１００億ギガバイトのデータがやりとりされる現在，
そのように考える研究者は少なくない。この現状を打開するための四つのアイデアや技
術を，サイエンスライターのKatharine GammonがNature４６３号に寄稿している。

１）ユーザーのしたいことを読み取って，それに応じた分だけの通信容量を割り当て
る。
２）パケットロスがあった場合，それがネットワークの混雑に起因するものなのか，モ
バイル機器がネットワークから切断したために生じたのかを判断し，それぞれの場合で
異なる対処を行う。
３）送信に際して，ネットワーク上に無目的に情報を流すのではなく，ユーザーのソー
シャルネットワーク上のつながりに従ったルートで情報を伝えて行く。
４）既存のネットワークインフラを利用するものの，現在標準となっているプロトコル
とは別のプロトコルをユーザーの目的に応じて使い分け，ソフトウェア的にまったく別
のネットワークを構築する。

それぞれの出自は異なるが，共通して言えるのは，個々のユーザーの要求に見合った
必要かつ十分なサービスの提供を可能にする仕組みである，という点であろう。
最近，ネットワーク相談員（というよりもゼミ担当教員）として学生のPCにC＋＋の
コンパイラやLaTeXをインストールした。この種の作業は，他の学部や学科ではほとん
どないのではないだろうか。しかしながら，実際にそれを必要としているユーザーがい
るのであり，各学部・学科の実情に応じた支援体制が情報センターには求められる。機
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械ですらユーザーの意を汲み取ることができるのであるから，組織がそれをできないわ
けはないのである。

＜２０１０年３月号＞ ネットワーク相談員 岩尾一生（個体差医療科学センター講師）

近年，医療現場においては「医療安全の確保」が最重要課題となっており，医療事故
を未然に回避する様々な取り組みが行われています。医療事故のうち医薬品にかかわる
事故が多いことは皆様もご存じのことと思います。その中で処方せんの記載方法に起因
する事例が数多く報告されています。
このような背景から，平成２１年５月，厚生労働省は「内服薬処方せんの記載方法の在
り方に関する検討会」を設置し，医療安全の観点から内服薬処方せんの記載方法にかか
わる課題やその標準化などについて検討を行ってきました。そして５回にわたる検討を
経て，本年１月にその報告書が公表されました。
この報告の大きなポイントとしましては，これまで内服薬を処方する場合には１日量
を処方せんに記載していましたが，その書き方を改め１回量の記載へ標準化するという
ことにあります。
処方せん発行については，多くの医療機関においてオーダリングシステムが導入され
ており，本学の大学病院および歯科内科クリニックも例外ではありません。もし，この
処方せんの記載方法が変更されることになりますと，ほとんどの医療機関がシステムの
見直しを行わなければならず，当然のことながらシステム更新費用についても考える必
要があります。
報告書によりますと，この処方せんの記載方法の見直しにはおよそ５年の移行期間を
想定しています。システム更新には多大なコストが発生することから，今後どのような
対策が必要なのかシステム更新の時期や内容などについて情報を収集して推移を見守る
必要があります。

厚生労働省ホームページ「内服薬処方せんの記載方法の在り方に関する検討会報告書」
http : //www.mhlw.go.jp/shingi/２０１０/０１/s０１２９‐４．html

※ 全学のHNNET利用者に毎月一回配信の「情報センター・メールマガジン」より冒
頭コラムのみ抜粋して掲載。

－５６－
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投 稿 の し お り

北海道医療大学教職員，関係者及び学生の皆様からの原稿を募集します。以下の投稿
要領に基づいて投稿して下さい。

投稿要領

（１）原稿の種類と受付日

１）種 類：論文・総説・報告・研究ノート・抄録（講演・講義）
２）受付日：原稿を受理した日

（２）原稿の内容

１）コンピュータ及びコンピュータネットワークの利用や開発に関するもの。
２）情報通信関連の研究会，講演会及び講習会等の記録。
３）情報通信技術を利用した教育・研究及びその他の分野における実践報告並びに
情報センターが取り扱う様々な技術の開発・導入・運用に係る報告。
４）大学における教育研究への応用が期待される情報通信関連の新技術に関する解
説または紹介記事。
５）情報通信技術の発展とその利用が教育をはじめ様々な社会的要素に及ぼす影響
等に関する考察・問題提起。
６）その他，総説，研究ノート，抄録（講演・講義）。

（３）原稿の書式

１）原稿はA４サイズ，横書きとして下さい。
２）原稿は刷り上がりで１５ページ以内に収まるようにして下さい。
３）総説，論文については，概要（１００～４００字）を記載して下さい。
４）投稿文は原稿の原本のコピー及び原稿が記録された電子記録媒体で提出して下
さい。

（４）原稿の募集と発行

原稿は随時募集します。また年報は年１回発行します。
（５）原稿の提出先

学務部情報推進課に提出して下さい。
（６）原稿の取り扱い

投稿原稿は広報利用部が依頼するレフェリーの査読をふまえて取り扱いを決定し
ます。著者校正は初稿の段階で１回のみ行います。その際，内容の変更は認めま
せん。

（７）著作権

年報に掲載された投稿等の著作権は情報センターに帰属します。
（広報利用部）
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情報センター業務案内

電話番号：０１３３－２３－１２１１
FAX：０１３３－２３－１６６９

E-mail：ips@hoku-iryo-u.ac.jp

月～金
８：４５～１７：００

広報利用部（２０１４，３１１１）年報（投稿）に関すること

月～金
８：４５～１７：００

各学部等ネットワーク
委員会

学部・学科・講座等内でのネットワーク利用
・学部等内での総合相談
・学部等内でのネットワーク構築
・学部等内でのサーバ立ち上げ

各相談員の指
定した時間

情報センター相談員
HNNET利用相談
・教職員，学生のHNNET利用に係る技術相談

月～金
１５：３０～１９：００

情報推進課（２０１４，２０１５）

学生のパソコン利用
・LL教室パソコン及び情報処理教室パソコン
の授業時間外利用

月～金
８：４５～１７：００

提供サービスの案内
・利用マニュアル
・講習会，講演会，研修サービス
・利用環境に対する質問，提案，要望
・ネットワーク利用上のトラブル
・その他の技術相談

教務課・心理科学課・大学院，学部，専門学校

情報推進課（２０１４，２０１５）
利用申請
・教職員

受付及び
利用時間

問合せ先（内線番号）業 務 内 容
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